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私が描く「地域農業協同組合」　　　　（最終回）

「農協運動」を発展させよう

Vol.46

南さつま農業協同組合　代表理事組合長 柚木 弘文
　この原稿も最終回になると思うと、一抹の寂し
さを憶えます。今まで、様々な事柄について執筆し
て参りました。「瑞穂の国日本」を守る国策が必要
であり、ＴＰＰ11や日欧ＥＰＡ・米国との貿易協定交
渉など、あらゆる機会を通じて県選出国会議員の
先生方に、協同組合として要請活動も行ってきま
した。私たちの地域の農業や生活インフラを守る
事は、農業協同組合の必然的な行動である事は言
うまでもありません。
　そのような状況下にあって、規制改革推進会議
は、協同組合組織の相互扶助の精神を度外視して、
市場原理に基づく提言を政府に諮問しており、自ら
が改革する運動でその提言に対処して参りました。
　さらに、令和２年に入り、新型コロナウイルスの
感染拡大によって農業分野のみならず、すべての
業態が影響を受け、日本経済や世界経済が急激に
冷え込んでおります。生命産業である「農業」は、そ
の生産・消費を止めてはなりません。新型コロナ対
策については、直接給付金や生産対策助成、セー
フティーネット対策などの施策が講じられていま
すが、さらに農業者が安心して営農活動ができるた
めの国策を求める必要も感じています。当然ＪＡと
して経営資金を含め、「瑞穂の国」を守るために対

策を講じております。そして、農業が持つ多面的機
能が見直され、国民全体に日本農業の大切さを理
解してもらうための広報活動も重要な要素となっ
てくるでしょう。
　私たちが掲げた「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化」は、協同組合として恒久
的な課題であり、終わりはありません。協同組合ま
たはその中で働く役職員は、真に「農協運動者」で
ありますが、事業を利用する組合員や利用者も運
動者であります。組合員を中心とした「特定多数」の
利用者によって組合は運営されています。その利
用の輪がさらに広がり、組織が活性化される健全な
財務基盤となり、質の高いサービスや出資配当を
含めた組合員への還元が実現できるのであると確
信しております。
　職員にも「地域の資産（人・物・金・知恵）を我々
役職員が有効活用し、組合員や地域に再分配する
ことが、協同組合としての使命である」と話してお
り、それを実現するために組合員や地域とよく語り
合うことで、利用の促進が図られ、サービスや再分
配が達成しうるのであります。組織活動の活性化を
すすめ、組合員・利用者の方々と共に目標に向かっ
て進んで参ります。
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農
業
の
苦
労
や
思
い
を
実
感

�

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
新
採
用
職
員作業に励む新採用職員（右）

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
の
新
採
用
職
員
四
人

は
一
日
か
ら
三
日
の
三
日
間
、
南
九
州

市
知
覧
町
の
菊
永
茶
生
産
組
合
で
農
業

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
室
内
研
修
で
は
、
茶
工
場
内
を
見
学

し
て
お
茶
の
栽
培
や
製
造
に
関
す
る
説

明
を
聞
い
た
り
、
お
茶
の
美
味
し
い
淹

れ
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
茶
園
で

は
、
乗
用
型
摘
採
機
に
乗
っ
た
り
、
組

合
員
と
被
覆
資
材
の
剥
ぎ
取
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
知
覧
支
所
金
融
課
の
木

口
屋
奈
胡
さ
ん
は
「
三
日
間
様
々
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
組
合
の
皆
様
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
日
頃
飲
ん
で
い
る
知

覧
茶
は
多
く
の
力
が
合
わ
さ
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
畜
産
経
営
目
指
す

�

川
辺
肉
用
牛
部
会

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
川
辺
肉
用
牛
部
会
は

六
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
川
辺
支
所
で
設
立
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
結
束

を
深
め
て
畜
産
所
得
向
上
と
将
来
性
の

あ
る
魅
力
的
な
畜
産
経
営
を
目
指
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
川
辺
支
所
管
内
に
は
、
こ
れ

ま
で
か
わ
な
べ
牛
肉
用
牛
部
会
と
川
辺

繁
殖
生
産
牛
部
会
が
存
在
し
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
、
後
継

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
事
を
目
的
に

再
編
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
生
産
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
職

員
ら
三
十
六
人
が
出
席
し
、
部
会
規
約

や
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

案
な
ど
全
四
議
案
を
可
決
し
、
新
会
長

に
西
博
司
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議案を協議する生産者ら

　
ち
ら
ん
平
和
こ
ど
も
園
に
は
、
生
産

者
の
枦
川
克
可
さ
ん
ら
三
人
が
訪
れ
、

「
今
年
も
美
味
し
い
知
覧
茶
が
で
き
ま

し
た
。
新
茶
を
飲
ん
で
健
康
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
、
園
児
に

新
茶
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
園
の
松
清
す
ゞ
子
園
長
は
「
毎
年

贈
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
頂
い
た
新
茶
は
給
食
で
提
供
し

て
皆
で
味
わ
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
、
地
元
に
知
覧
茶
の
良
さ

や
多
様
な
効
能
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

い
、
リ
ー
フ
茶
の
消
費
拡
大
と
需
要
促

進
を
図
ろ
う
と
、
平
成
二
十
一
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

園児に新茶を贈りました

知覧茶をＰＲした生産者やＪＡ職員ら

　

南
九
州
市
茶
業
振
興
会
知
覧
支
部

加
工
部
会
は
五
月
十
三
日
、
知
覧
茶

の
消
費
促
進
宣
伝
活
動
を
行
い
、
町

内
の
官
公
署
や
学
校
、
社
会
福
祉
施

設
な
ど
三
十
四
カ
所
に
令
和
二
年
産

の
新
茶
一
、三
八
〇
本
（
一
本
一
〇
〇

ｇ
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
知
覧
町
内
の
三
十
二
茶
工
場
が
荒
茶

を
持
ち
寄
り
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
知
覧
茶

業
セ
ン
タ
ー
で
仕
上
げ
加
工
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
知
覧
茶
を
準
備
し
、
生
産
者

や
市
役
所
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
三
班
に
分

か
れ
、
各
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
の
新
茶
を
ど
う
ぞ

�

南
九
州
市
茶
業
振
興
会
知
覧
支
部
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今後の対策を協議する関係者ら

地
点
か
ら
半
径
二
㌔
以
内
に
ト
ラ
ッ
プ

二
五
七
基
を
増
設
し
、
半
径
二
〇
〇
㍍

以
内
の
十
五
地
点
で
採
取
し
た
サ
ン
プ

ル
九
十
六
点
を
対
象
に
寄
主
植
物
調
査

を
行
う
な
ど
、
迅
速
な
対
応
を
と
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
継
続
し
て
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
の
誘
殺
を

確
認
し
て
以
降
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
は
確
認
さ
れ
ず
、
今
回
の
現
地
対
策

会
議
を
も
っ
て
、
調
査
に
区
切
り
を
つ

け
ま
し
た
。

　
同
防
疫
所
の
平
島
正
子
次
席
同
定
官

は
「
ト
ラ
ッ
プ
増
設
と
寄
主
植
物
調
査

で
は
、
地
元
の
地
理
や
栽
培
状
況
に
詳

し
い
市
や
Ｊ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
、
土
地

や
圃
場
の
所
有
者
の
特
定
や
、
地
元
住

民
や
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
事
が
で
き
ま
し

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
吉
永
修
治
支
所
長
は
「
昨
年
九
月
以

降
に
誘
殺
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
て
い
ま
す
。
南
九

州
市
や
Ｊ
Ａ
に
は
先
を
読
ん
だ
迅
速
な

対
応
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
、
危
機
意

識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
調
査
は
一

旦
区
切
り
を
つ
け
ま
す
が
、
今
後
も
監

視
体
制
を
維
持
し
て
生
産
者
が
安
心
し

て
農
業
に
励
め
る
対
応
を
願
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

自
宅
の
作
業
場
で
は
収
穫
し
た
果
実
の

調
整
や
箱
詰
め
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
は
「
生
育
、

着
果
時
期
の
気
温
の
寒
暖
差
が
大
き

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
や
や
小
玉
傾

向
で
し
た
が
、
生
産
者
の
努
力
に
よ
り

糖
度
が
高
く
、
高
品
質
な
メ
ロ
ン
に
仕

上
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
栽
培
面
積
一
・
八
五
㌶
、

出
荷
数
量
四
六
・
〇
㌧
を
計
画
し
て
お

り
、
六
月
中
旬
ま
で
広
島
や
鹿
児
島
の

市
場
へ
出
荷
し
、
地
元
の
道
の
駅
で
も

地
場
販
売
を
行
い
、
地
産
地
消
に
も
努

め
ま
し
た
。

メロンを丁寧に管理する枦木さん

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
六
月
四
日
、さ
つ
ま
い
も
の
害
虫「
ア

リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
」
誘
殺
に
か
か
る

現
地
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
、
現
地
で

の
ト
ラ
ッ
プ
調
査
と
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
元
年
九
月
二
十
五
日
に
、
鹿
児

島
県
が
南
九
州
市
知
覧
町
に
設
置
し
て

い
る
粘
着
式
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
に

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
オ
ス
一
頭
の

誘
殺
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
門

司
植
物
防
疫
所
鹿
児
島
支
所
の
主
導

で
、
直
ち
に
県
、
市
、Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
に
よ
る
現
地
対
策
会
議

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
誘
殺

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
川
辺
支
所
管
内
で
は

令
和
二
年
度
川
辺
産
メ
ロ
ン
の
出
荷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
栽
培
品
種
は
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
や
ユ
ウ
カ
、
タ
カ
ミ
の
三
種
類

で
、
味
や
食
感
な
ど
特
徴
の
異
な
る
品

種
を
栽
培
し
て
い
る
た
め
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
お
り
、
地
元
で
も

人
気
の
特
産
で
す
。
Ｊ
Ａ
は
収
穫
前
に

生
産
者
全
員
の
圃
場
で
糖
度
検
査
を
行

い
、
検
査
合
格
後
の
収
穫
を
徹
底
し
、

品
質
の
安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

生
産
農
家
の
枦
木
雅
美
さ
ん
の
圃

場
に
も
多
く
の
果
実
が
実
り
ま
し
た
。

日
々
の
管
理
作
業
に
励
む
と
と
も
に
、

調
査
報
告
と
今
後
の
対
策
を
協
議

�

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
現
地
対
策
会
議

川
辺
メ
ロ
ン
食
味
良
好

�

Ｊ
Ａ
川
辺
支
所
管
内
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レインボー
ニュース
レインボー
ニュース

　ＪＡ南さつま知覧支所女性部は、世界の恵まれない
子どもたちにワクチンを贈る目的で、７年前からエコ
キャップの回収活動に取り組んでいます。管内の店舗に
手作りの回収ボックスを設置して、ごみとして集められ
るペットボトルのキャップを集めています。５月下旬に
は同支所で、女性
部員10人が回収し
たキャップの選別
作業を行いました。

　南九州市立高田小学校の３～６年37人は５月29日、
今年の米作りをスタートさせ、米の種まきを行いました。
　農事組合法人「土里夢たかた」の有村光雄さんと内原
敏則さんの指導のもと、児童らは育苗箱に種を播き、薬
剤を散布して土をかぶせました。６年生の眞茅鈴ノ介
さんは「今年が３
回目の挑戦でした。
有村さんと内原さ
んがわかりやすく
教えてくれたので
上手くできました」
と話しました。

　ＪＡ南さつま大笠支所管内では大麦の出荷が行われま
した。令和２年産は管内の生産者４戸が約17haを栽培
し、34.7㌧を出荷します。生産者は５月上旬に収穫・
調整した大麦をＪＡ大浦集荷場に持ち込み、ＪＡは５月
28日に検査を行い、農産物検査員が水分量や整粒、容
積重などを厳正に
検査しました。検
査を受けた大麦は
地 元 の 酒 造 メ ー
カーや県経済連を
通じて県内の米穀
メーカーに販売し
ます。

　枕崎市の大塚花き生産者協会は６月５日、同地区公民
館で令和２年度総会を開催し、生産者や関係機関など約
30人が出席しました。会では令和元年度の活動報告や
２年度の活動計画などの議案が承認されました。今年度
も電照菊を中心とした周年栽培に取り組み、花き生産技
術の向上とゆとり
ある農業経営の確
立を目指して、高
品質な花き生産に
努めます。

　南さつま市立小湊小学校の３・４年生７人は６月１日、
自分たちが栽培した、地元特産の砂丘ラッキョウの収穫
と、それらを使った料理づくりに挑戦して、ラッキョウ
の生育過程や味を学びました。
　同校４年の下前佑太さんは「収穫した砂丘ラッキョウ
は非常に大きく驚
きました。ラッキョ
ウのうす切りが難
しかったけど、美
味しく作れました」
と話しました。

川
辺
今年も米作りスタート！
南九州市立高田小学校

東広報委員

知
覧
女性部員が選別作業
エコキャップ回収活動

上木原広報委員

枕
崎
高品質花き生産目指す
大塚花き生産者協会

猪谷広報委員

加
世
田

砂丘らっきょうの魅力学ぶ
南さつま市立小湊小学校

西広報委員

大
笠
良質大麦　出来は上々
ＪＡ大笠支所管内

柏木広報委員
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郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

読者の皆様から寄せられた

ご意見・ご感想などを

ご紹介します

　「かごしまのかぼちゃ」スタート
の記事があり、さっそくさえんばた
けで買ってみました。甘みもあり
とっても美味しかったです。
� （南九州市川辺町　Ｓ．Ｊさん）

　ＪＡ加世田支所の入り口付近にと
うもろこしが立派に育ち、１本に１
つずつ実をつけています。トウモロ
コシが大好きな私は、自分のもので
もないのにワクワクしています。
�（南さつま市加世田　Ｔ．Ｙさん）

　新型コロナウイルスで自粛生活が
続くと、気が滅入りがちですが、短
歌を読んだりパズルで一生懸命に
なって解いたりしています。
�（南さつま市加世田　Ｈ．Ｂさん）
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枕崎市

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

　

藤
ふじ

武
たけ

　梓
あずさ

さん（33）

Ｑ…ご職業は？
Ａ…�枕崎市立桜山小学校に勤務しています。
Ｑ…桜山小学校のいいところは？
Ａ…�素直で何事にも一生懸命に取り組む子どもたち
が多いです。また、保護者や地域住民の皆さん
が学校行事に積極的に協力していただいていま
す。

Ｑ…趣味や特技は？
Ａ…�イラストを描くことが得意です。また、地元の
農家さんやＪＡの方に教わったことを活かし
て、家庭でミニトマトの栽培に挑戦しています。

Ｑ…これからの目標は？
Ａ…�笑顔を忘れず、桜山小のみんなや校区の皆さんと楽しく
過ごしたいです。


